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第10期介護保険事業計画、高齢者福祉計画及び認知症施策推進計画

における策定ポイントについて 

１ 法令等の根拠 

 
●介護保険事業計画 

介護保険法第117条の「市町村は、基本指針に即して、３年を１期とする当該市町

村が行う介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施に関する計画を定めるものとす

る。」という規定に基づき、高齢者の現状や背景を踏まえて、策定するものです。  

●高齢者福祉計画 

高齢者福祉計画は、老人福祉法第20条の８に規定する老人福祉計画(すべての高齢

者を対象とした計画)として策定するものであり、介護保険事業計画と一体的に作成す

るものです。  

●認知症施策推進計画 

共生社会の実現を推進するための認知症基本法第13条において、国の「認知症施策

推進基本計画」を基本としつつ、市町村の実情に即して策定することを努力義務とし

ているもので、老人福祉計画や介護保険事業計画との調和を保つよう策定するもので

す。 

 

２ 第10期計画の期間 

令和９年度から令和11年度までの３年間を計画の期間とし、令和22年を見据えた中

長期的な視点をもち、地域包括ケアシステム※を一層推進していくものです。 

 

 
令和３～令和５年度 
(2021～2023 年度) 

令和６～令和８年度 
(2024～2026 年度) 

令和９～令和 11 年度 
(2027～2029 年度) 

令和 12～令和 14 年度 
(2030～2032 年度) 

令和 22 年度 
(2040 年度) 

     

 
 
 

※地域包括ケアシステム：高齢者ができるかぎり、住み慣れた地域において生活できるよう、医療、介護、介護予防、

住まい及び自立した日常生活の支援を一体的に確保するための仕組み 

 

出典：『第９期江南市介護保険事業計画及び高齢者福祉計画(概要版)』一部抜粋、一部加工 

 
 

３ 策定の背景 
 

（１）今後の介護保険をとりまく状況 

75歳以上人口は、介護保険創設の2000年以降、さらに2015年から2025年の10年間も、

急速に増加しました。 

85歳以上の人口は、2015年から2025年までの10年間、75歳以上人口を上回る勢いで

増加し、2035年頃まで一貫して増加する見込みです。 

団塊ジュニア世代がすべて65歳以上(高齢者)に 

令和７年 団塊の世代がすべて７５歳以上(後期高齢者)に 

第８期計画 第10期計画 第11期計画 第14期 第９期計画 
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（資料）将来推計は、国立社会保障・人口問題研究所『日本の将来推計人口』（令和５(2023)年４月推計）出生

中位(死亡中位)推計 

2020年までの実績は、総務省統計局『国勢調査』(年齢不詳人口を按分補正した人口) 
 

（２）2040年に向けた地域包括ケアシステムの深化について 

 

 
(出典) 厚生労働省 
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４ 第10期計画の策定にあたって 
 

（１）第10期介護保険事業計画の作成に向けたスケジュール 

 
※１500mメッシュ別人口データ（年代別、2050年まで５年刻み）を地図上に表示する機能の追加。 

※２各市町村の｢地域の概況｣、｢サービス提供体制｣、｢医療介護連携｣に関連する主な指標を対全国比の偏差値として算

出し、レーダーチャートで表示する機能の追加。 

 

 

 

（２）第10期計画策定におけるポイント 

第10期計画では、基本指針の改正に基づき、以下の視点を踏まえた策定が必要 

① 介護サービスの種類ごとの量に関する中長期的な推計 

② 地域の分類に基づくサービス提供体制の確保 

③ 医療・介護連携の推進 

④ 高齢者向け住まいの設置状況等の勘案 

⑤ 介護人材確保と職場環境改善に向けた生産性の向上、経営改善支援等 

⑥ 認知症施策の推進 
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（参考）基本指針について             (出典)社会保障審議会介護保険部会(第134回)資料 
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（参考）認知症施策推進計画について            
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参考 第９期江南市介護保険事業計画及び高齢者福祉計画 
 

（１）基本理念 

基本理念１ 介護不安のない老後生活の実現 

■ 高齢者が、住み慣れた地域の中で安心して暮らす環境づくりを推進して

いきます。 

■ 介護保険サービスだけでなく、介護予防・日常生活支援総合事業の推進、

在宅医療・介護の連携、認知症施策の推進等、多様なサービスを地域の

中に確保していきます。 
 

基本理念２ 利用者本位の介護サービス供給体制づくり 

■ 各関係機関との連携のもと、介護サービス事業者情報の提供や相談体制の

充実を図り、利用者本位のサービス供給体制のさらなる整備に努めていき

ます。 
 

基本理念３ 市民・地域が一体となった福祉社会の実現 

■ 市民・地域が一体となった福祉社会の実現のため、高齢者のニーズ及び

サービス資源の把握をしていきます。 

■ サービスの担い手を確保するため、新規参入を促進するとともに、地域

福祉を支える市民との連携を推進し、地域で支え合う社会づくりに向け

て、市民意識の高揚を図っていきます。 
 

基本理念４ 介護予防、生活支援への体制づくり 

■ 高齢者が自覚をもって、元気なころから健康づくりや生活習慣病の予

防に取り組むよう努めていきます。 

■ 高齢者の閉じこもりや、虚弱な高齢者が寝たきりの状態にできる限り

ならないようにし、豊かで健やかな生活が営めるよう、生活支援を充

実していきます。 

■ 高齢者を始め誰もが住みやすいまちづくりに向けて、総合的な福祉環

境の向上を図っていきます。 
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第９期江南市介護保険事業計画及び高齢者福祉計画の構成 

高齢者福祉計画 

第１章 計画の策定にあたって 

第２章 高齢者等の現状 

第３章 介護保険及び高齢者福祉サービスの現状

第４章 計画の基本指標 

第５章 自立支援・重度化防止の評価指標 

第10章 保健・福祉事業の推進 

第11章 高齢者の生きがいづくりの推進 

第12章 だれもが暮らしやすいまちづくり 

第６章 介護給付等対象サービスの必要量の見込  

第７章 地域支援事業 

第８章 介護給付等対象サービスの見込量確保のための方策

第９章 介護保険事業費の見込 

介護保険事業計画 

 

（２）計画の構成 

本計画は、第１章から第５章を介護保険事業計画と高齢者福祉計画の共通内容とし、

第６章から第９章は介護保険事業計画に関する内容で、第10章から第12章は高齢者福

祉計画に関する内容で構成します。 

 

 


